
○第 17回中国・四国地方会総会

開催日　　平成 18年 5月 28日

開催場所　宇部全日空ホテル（宇部市）

出席者数　78名

○第 18回中国・四国地方会総会

開催日　　平成 18年 12月 10日

開催場所　岡山国際交流センター（岡山市）

出席者数　138名

（8）九州地方会

○第 20回九州地方会

開催日　　平成 18年 9月 3日

開催場所　パピヨン 24ガスホール（福岡市）

出席者数　376名

○第 21回九州地方会

開催日　　平成 19年 2月 18日

開催場所　宮崎県総合保健センター（宮崎市）

出席者数　149名

5）倫理委員会

「日本リハビリテーション医学会倫理綱領（暫定版）」

を作成した．
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（以下 448頁に続く）



1．重要な会計方針

1）退職給与引当金の計算基準について

事務局職員が全員退職した場合の要支給額を計上．

2）資金の範囲について

資金の範囲には，現金・預金・仮払金及び預り金を

含めている．なお，前期末残高及び当期末残高は下記

3に記載するとおりである．

2．基本財産の増減及びその残高 （単位：円）

当期末残高当期減少額当期増加額前期末残高科　目

������������������������定期預金

計算書類に対する注記
3．次期繰越収支差額の内容

4．負担金内訳

日本障害者協議会，専門医認定制機構，日本障害者

リハビリテーション協会，内科系学会社会保険連合，

外科系学会社会保険委員会，理学療法士等講習会，

ISPRM
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6）専門医会

リハビリテーション科専門医会設立総会を開催し，

専門医会幹事を信任した．また，専門医会臨時総会で

は，専門医会運営要領及び内規の改正を行った．さら

に専門医会の今後のあり方，なすべき役割等について

検討を行った．

7）システム委員会

委員会を 2回開催し，システム委員会で扱う範囲，

電子化することによる費用削減効果及びリハ医学会に

おける情報システム導入等の検討を行った．

8）地方会連絡協議会

地域の活性化に伴う新規事業の取り組みについて，

各地方会からの報告に基づいて意見交換を行った．ま

た，地方会ホームページの開設状況，利用方法，公開

講座及び地域医療との連携のあり方等について検討を

行った．

9）各種委員会の開催（表 6）

5．辞令発送について

理事長名で辞令発送

各種委員会委員（特別委員等を含む） 166名

6．後援，協賛等依頼

1）ヒューマンインタフェースシンポジウム 2006（協賛）

（ヒューマンインタフェース学会）

2）第 35回日本医療福祉設備学会併設「HOSPEX Japan

2006」 （協賛）

（医療・福祉施設のための設備・機器総合展）」

（日本医療福祉設備協会・社団法人日本能率協会）

3）平成 18年度運動療法機能訓練技能講習会 （後援）

（社団法人全国病院理学療法協会）

4）第 33回国際福祉機器展 H.C.R 2006 （協賛）

（全国社会福祉協議会・財団法人保健福祉広報協会）

5）日本福祉のまちづくり学会第 9回全国大会（後援）

（日本福祉のまちづくり学会）

6）第 29回てんかん基礎講座 （協賛）

（社団法人日本てんかん協会）

7）第 11回アジア太平洋呼吸器学会総会（APSR）（後援）

（アジア太平洋呼吸器学会（APSR））

8）第 28回九州理学療法士・作業療法士合同学会後援

（社団法人日本理学療法士協会九州ブロック　社団

法人日本作業療法士協会九州各県士会）

9）SIG姿勢保持講習会 2006 （協賛）

（日本リハビリテーション工学協会 SIG「姿勢保持」）

10）2007IEEE／ICME複合医工学国際会議（CME2007）

（協賛）

（IEEE Systems, Man, and Cybernetics Society  

複合医工学インスティテュート（ICME））

11）第 17回 ALS／MND国際シンポジウム （後援）

（日本 ALS協会　第 17回 ALS／MND国際シンポジ

ウム組織委員会）

12）リハビリテーション・ケア合同研究大会 青森 2006

（後援）

（日本リハビリテーション病院・施設協会　全国回

復期リハビリテーション病棟連絡協議会　全国地域

リハビリテーション研究会　全国訪問リハビリテー
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ション研究会　全国老人デイ・ケア連絡協議会）

13）第 21回リハ工学カンファレンス （協賛）

（日本リハビリテーション工学協会甲信越支部，北海

道支部，関西支部）

14）第 21回生体・生理工学シンポジウム （協賛）

（（社）計測自動制御学会）

15）生体医工学シンポジウム 2006 （協賛）

（社団法人日本生体医工学会）

16）きょうされん第 29回全国大会 inえひめ （後援）

（きょうされん）

17）平成 18年度義肢装具等適合判定医師研修会

（厚生労働省） （後援）

18）第 33 回社団法人日本てんかん協会全国大会 in

Kyoto （協賛）

（社団法人日本てんかん協会）

19）第 56回日本理学療法学会 （後援）

（社団法人全国病院理学療法協会）

20）障害者医療問題全国ネットワーク第 6回シンポジ

ウム （後援）

（障害者医療問題全国ネットワーク）

21）第 42回日本理学療法学術大会 （後援）

（社団法人日本理学療法士協会）

22）シンポジウム「モバイル 2007」 （協賛）

（モバイル学会）

23）第 41回日本作業療法学会 （後援）

（社団法人日本作業療法士協会）

24）地域リハ・ケアフォーラム 2006 （後援）

（（社）日本理学療法士協会，（社）日本作業療法士協

会，日本言語聴覚士協会）

25）第 20回バイオメカニズム・シンポジウム（協賛）

（バイオメカニズム学会）

26）第 10回アジアメディカルショー （後援）

（九州医療機器団体連合会，福岡県医療機器協会）

27）第 22回リハ工学カンファレンス （協賛）

（日本リハビリテーション工学協会）

28）第 34回国際福祉機器展 H.C.R. 2007 （協賛）
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（（社）全国社会福祉協議会 （財）保健福祉広報協会）

29）第 28回バイオメカニズム学術講演会 （協賛）

（バイオメカニズム学会）

30）第 52回日本音声言語医学会総会・学術講演会

（日本音声言語医学会） （後援）

7．会誌の発行

会誌「リハビリテーション医学」第 43巻第 4号～

第 12号，特別号（抄録集），第 44巻第 1号～第 3号

計 13冊を発行した．

8．リハニュースの発行

年 4回発行した．（平成 18年 4月から第 29号～第

32号まで）

9．ホームページの管理・運営

「日本リハビリテーション医学会ホームページ」を

常に新しい情報を掲載し更新してきた．

10．教育及び研修

1）卒後実習研修会

・背損尿路管理研修会

期日：平成 18年 8月 26日～ 27日

会場：労働者健康福祉機構　関西労災病院

受講者数：20名

・小児リハビリテーション実習研修会

期日：平成 18年 9月 28日～ 30日

会場：愛知県青い鳥医療福祉センター

受講者数：30名

・臨床筋電図・電気診断学入門講習会
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期日：平成 18年 10月 7日～ 8日

会場：慶應義塾大学

受講者数：26名

・福祉・地域リハビリテーション研修会

期日：平成 19年 2月 16日～ 18日

会場：横浜市総合リハビリテーションセンター

受講者数：20名

2）学術集会研修会

期日：平成 18年 6月 1日～ 3日

会場：東京プリンスホテルパークタワー

受講者数：2,404名

3）生涯教育研修会

日本リハビリテーション医学会主催

・期日：平成 18年 9月 10日

会場：大手町サンケイプラザ

受講者数：111名

・期日：平成 19年 3月 25日

会場：大手町サンケイプラザ

受講者数：83名

北海道ブロック

・期日：平成 18年 4月 22日

会場：札幌医科大学臨床教育研究棟大講堂・臨床

講義室

受講者数：50名

・期日：平成 18年 9月 16日

会場：北海道大学学術交流会館

受講者数：54名

・期日：平成 19年 3月 10日

会場：北海道大学学術交流会館

受講者数：64名

東北ブロック

・期日：平成 18年 10月 28日
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会場：岩手県医師会館

受講者数：66名

・期日：平成 19年 3月 24日

会場：福島県郡山市市民プラザ

受講者数：34名

北陸ブロック

・期日：平成 18年 9月 2日

会場：石川厚生年金会館（金沢市）

受講者数：46名

・期日：平成 19年 3月 24日

会場：石川厚生年金会館（金沢市）

受講者数：41名

関東ブロック

・期日：平成 18年 10月 7日

会場：昭和大学上條講堂

受講者数：151名

・期日：平成 18年 12月 2日

会場：新潟大学医学部有壬記念館

受講者数：39名

・期日：平成 19年 3月 3日

会場：東京医科歯科大学 5号館 4階講堂

受講者数：161名

中部・東海ブロック

・期日：平成 18年 8月 26日

会場：静岡グランドホテル中島屋

受講者数：43名

・期日：平成 18年 9月 3日

会場：大正製薬株式会社　名古屋支店

受講者数：122名

・期日：平成 18年 9月 30日

会場：長野県松本文化会館

受講者数：31名

・期日：平成 19年 1月 27日

会場：江崎ホール

受講者数：40名

・期日：平成 19年 2月 4日

会場：大正製薬株式会社　名古屋支店

受講者数：124名

近畿ブロック

・期日：平成 18年 6月 17日

会場：京都府立医科大学　図書館ホール

受講者数：87名

・期日：平成 18年 7月 22日

会場：大阪市立大学医学部学舎 4階中講義室

受講者数：109名

・期日：平成 18年 10月 14日

会場：大阪市立大学医学部学舎 4階中講義室

受講者数：98名

・期日：平成 18年 11月 4日

会場：兵庫県民会館 9階ホール

受講者数：111名

・期日：平成 18年 11月 26日
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各種委員会の開催




